
A B C D A B C D

1 13 6 1 0 9 6 2 1

2 7 5 5 1 4 10 2 1

3 14 6 0 0 8 8 0 1

4 15 4 0 0 9 5 1 1

A B C D A B C D

1 15 3 0 1 7 3 5 1

2 8 6 1 2 6 3 5 2

3 7 6 2 2 7 3 4 2

4 2 2 9 4 2 2 8 4

A B C D A B C D

1 11 3 3 1 1 5 7 2

2 6 9 2 1 1 8 4 2

3 9 1 5 3 4 2 7 2

《自由記載より》
・語る場をつくらなくとも、高齢者から話をたくさんするので、良く聞いている
・地域でサロンづくりしたいと考えている
・畑や山菜取りなどでつながりあっている
・サロン活動は地域的に難しい（集まらない）ゲートボールをみんなで楽しんでいる
・サロン活動は、地域で集まる唯一の場所であるので参加していきたい

個　人 地　域

阿賀町地域福祉活動計画推進アンケート（結果）

基本目標３　　みんなでつながり、育みあうまちづくり

《自由記載より》
・地域に子どもの姿がない
・子育て世代は少ないがいる
・行事は青年会を中心に多世代で活動している
・学校行事の参加、協力している（田植え体験等の場を提供している）

取組内容

【プラン３】 高齢者も障がい者も誰もが活躍できる機会づくり

【プラン１】 世代を超えた学び合う場づくり

取組内容

【プラン２】 取り残さず、地域ぐるみで子供を育む仕組みづくり

評　　価
個　人 地　域

評　　価

評　　価
個　人 地　域

地域の活動で趣味や特技を活かしてみます。

地域のふれあいいきいきサロンなどに積極的に声をかけあって参
加します。

近所や地域に気になる様子の人がいたら、気軽に民生委員児童委
員、社会福祉協議会等に相談します。

子どもたちの通学時など、お互いにあいさつを交わし見守り合います。

子どもの頃から「楽しかった・嬉しかった」という体験ができる
ようにしています。

地域の定期的な集い（子ども食堂・ラジオ体操等）に参加し、見
守り合います。

取組内容

《自由記載より》
・熊のため、子供たちを川に連れてけない、夜に花火できない、したくてもできない
・子どもみるのが珍しい
・ラジオ体操も各家でやっているのか見なくなった
・祭りになると子供たちが集まり活気が生まれるバス停までの通学路で会えば声をかける
・ラジオ体操は自宅前でやっているようだ、地域の人は参加していない（朝は畑仕事）

自分の地域に関心を持ちます。

親子でともに体験できる学び合いの場に参加します。

地域や学校の活動に参加します。

地域の話し合いの場に参加します。

当事者の思いを語ることができる場をつくり参加します。


